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V　環境保全に関する考察および提案

：Betrachtungen　und　Vofschl琶ge萱ber　die：Erhaltung　und　Neu

－Schaffung　der　nat血rlichen　Umwelt

　1．考　察Allgemeine　Betrachtung

　野村タムが建設されている四国西部の山地，丘陵地域は，古くから人間か定住していたか，そ

の密度は低く，地形，水利なとのかなりきひしい自然の立地条件に翻した叢叢が続いていた。し

たがって肱川の数多くの支流沿いて沖積低地沿いは水田として，ゆるやかな斜面やかきられた台

地には畑，採草地として利用されてきた。それ以外の広域土地利用形態としてはスキ，ヒノキの

植林，アカマノ植林か広い面積を占めている。定期的な15～20年に1圏の薪炭林や最近ぱノイ

タケ栽培用のホタ木としての伐採に応じたコンイ，アラカノ萌芽林や落葉広葉樹林のクヌキーコ

ナラ群集か二次林の代表と呼べる。

　自然林ぱ，従来人間の利用に適さなかった，同時に人為的な利用，干渉によって容易に

自然破壊を生し，その復元の困難な渓谷沿いの急斜面や山頂部，尾根部などに残されている。す

なわち，肱川中流部の冬も緑の梅抜800m以下の常緑広葉樹林域では，低地から山地へ，また立

地条件から見ると表層土の厚い，やや湿生土壌地から母岩の露出か多い，表層土の薄い乾性立地

にむかって，自然植生の配分系列は次のようになっている。イノデータブノキ群集→シラカシ群
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　　　　　　　　　　　　Phot．4ユ　ダムサイト造成地。

　　　　母岩露出部と土壌の残った場所ては高地復元に極端な差かある。

Baustelle　des　Staudammes　von　Nomura　Fur　dle　Wlederherste11ung　der　standortsgemaBen

Vegetatlon　slnd　groBe　Unterschlede　zu　beruckslchten，］e　nach（iem（玉as　Gesteln　entbloBt　oder

noch　Mutterboden　elnlgermaBen　erhaiten　gebheben　lst



102

集→サカキーコジイ群集→シリブカガシ群落→イスノキーウラジロガシ群集。

　四国西部一帯の広域にわたり，多目的に建設されている野村ダムが，水の供給一大基地として，

将来にわたって十分に本来の目的を機能させると同時に，地域住民との共存関係を維持するため

には，同時に自然の破壊や周辺の環境汚染をもたらさない様に十分な配慮が必要である。

　とくに野村ダム周辺の様に，長い間地域住民の一定の生産，生活活動が，それぞれの立地の自

然環境とくに植生の存続とバランスがとれていたところでは，急速な，しかも大規模な自然の変

革に対しては，生態学的な事前調査が前提となる。同時によりよい自然環境，住民の生活環境を，

人間の本質的共存者である生きている構築材料一植生一を使って，積極的に復元，創造する

努力が必要である。

　今回の野村ダム周辺域の現地調査を主とする植生調査や現存および潜在自然植生図の研究・作

製結果を考察すると以下の諸点にまとめられる。

1）霞然植生

低海抜地から高海抜地にむかって，イノデータブノキ群集→シラカシ群集→サカキーコジイ群集（シ

リブカガシ群落）→イスノキーウラジ・ガシ群集と配分されている。これらの常緑広葉樹林はヤ

ブツバキクラス林にまとめられ海抜750m付近まで生育している。

　海抜800m付近以上の肱川上流水源付近の大野ケ原：カルスト高原（海抜約1，400m）は，落葉広葉

樹のブナ林で占められる。石灰岩を母岩とする粘質土壌上ではニシノヤマタイミソガサーブナ群落，

また中性立地ではシラキーブナ群集が自然林として発達し，何れもブナクラス林に含められる。

　海抜700～800m付近のヤブツバキクラスとブナクラスの境界領域では，肱川支流の渓谷沿いに

はケヤキ林が点在しており，イロハモミジーケヤキ群集，ウラジロウツギーケヤキ群落にまとめ

られる。

2）代償植生

　自然林や自然植生が様々な人為的干渉によって変化あるいは破壊された後に，二次的に発達し

ているおきかえ群落を代償槙生という。定期的な伐採，採草，火入れ，耕作などの一定の人為的干

渉がつづくかぎり，それらの各人為的干渉に対応して持続している植物群落を持続的代償植生と

して持続群落の一つと考えることができる。

　したがって代償植生と自然植生の配分や，代償植生の種類，密度，配分によって，逆に人為的

干渉の種類や強さを指標することも可能である。生物指標として植生が利用される根拠も，この

点にある。

　今回の野村ダム周辺の植生調査で明らかになったことは，緑の多い自然が盗れているように見

られた本調査対象域でも，長い間の様々の人為的な干渉の結果，現存している自然植生は面積的

にもきわめて限られていることが明らかになった。大部分は様々な人為的干渉によって，おきか
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Phot　40春日神社のタフノキ。肱川上流域には単木的にタフノキの残存木かみられる。
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Phot．41緩斜面に残されている小規模なタブノキ林，イノデータブノキ群集の断片
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　Phot．45　肱川上流をぬけるとミカン畑か広かり植生配分，気候条件かかわる。
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　　Pho毛46　滑床の滝周辺に残されているイスノキーウラノロカゾ群集。
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えられた代償植生である。

　すなわち，定期的な伐採と対応して持続している二次林としてはクヌギーコナラ群集，コジイ

ーアラカシ萌芽林，コバノミツバツツジーアカマツ群落があげられる。

　また，植林ではスギ，ヒノキ植林がもっとも広い面積を占めている。一般にヤブツバキクラス

域のイノデータブノキ群集域は農耕地，モウソウチク林として利用されている。シラカシ群集域はス

ギ植林，イスノキーウラジロガシ群集はヒノキ植林，尾根部はアカマツが植林されたり，二次的

にも広く生育している。ブナクラス域ではカラマツ植林も見られる。

　さらに草地としては，ススキ草原，一部シバ草原も見られる（Karte参照），畑地にはヵラスビ

シャクーニシキソウ群集が，水田にはウリカワーコナギ群集が広く生育している。

3）植生の多様性

　以上の自然植生から代償植生まで見られるように肱川上中流域を主とする野村ダム周辺域は，

気候条件にめぐまれ，地形が複雑にからみあっているという自然条件の多様性と，長い間の様々

な人為的干渉に対応して，きわめて多彩な植物群落が，実に複雑に混生している。

　この様な複雑な地形に対応した，細い現存植生の具体的配分は現存植生図（縮尺1：25000）で

も示されている。開発や各種産業への利用，経済効率を高めるためには多様な自然や多彩な植生

は利用が困難である。反面，生態学的には自然や生物群集の多様性こそ，もっとも安定した，エ

コシステムのバランスのとれた状態といえる。

　ダム建設に際して，貯水部はもとより，周辺域にわたって可成り広域的な自然の生態系や土着の

植生とその配分に対して画一化・貧化が強要される。したがって，ダムのハードサイドからの建

設に対応して，生態系の主要構成要素による，ソフトサイドからの積極的な自然の多様性の回復，

維持にっとめなけれぽならない。

4）潜在自然植生からのへだたり

　野村ダム周辺域の現存植生は，ほとんど代償植生から占められている。しかし，もし人閣のあ

らゆる干渉を停止したとき，本来その立地が維持する潜在自然植生と現存植生を両植生図で比較

すると，長い間の人為的干渉による植生の変化が明らかになる。

　日本の他の地域と同じ様に野村地区でも現存植生は，それぞれの立地本来の自然植生一潜在自

然植生～からへだたった自然度の低い，あるいは中位の代償植生からなり立っていることが明ら

かにされた。

　ダム建設などによって，大規模な自然環境の変革，植生の消滅を伴う工事が行われる際にぱ，

i禧時に代償植生が大部分を占めている地域では積極的な潜在自然植生の復元を図る。地域全体と

しての自然環境の多様性，生物祉会の多彩性の回復がきわめて重要な課題となる。
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　　　Phot．42　松山市周辺に残されているスタシイ林（伊予灘古墳）。
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2．　提 案Vorschlage

　以上の自然環境のダム周辺の保全についての考察を基礎に以下の生態学的な提案がされた。

1．　ダム建設に際して植生が変化，消滅させられているダム周辺部の修景は，単なる外来牧草の

　画一的な吹き付けなどによる一時的な緑化では不十分である。それぞれの立地の潜在自然植生

　を基礎として，郷土種による，多様で安定のとれた，生きた環境創造を計画・実施する。とく

　に動地が露出されている斜面，新しい道路沿いなども，できるだけ立地固有の潜在自然植生を

　基礎とし，将来管理費がかからないで時間と共により発展して多様な防音，集じん，水質浄化

　などの環境保全機能を有する緑豊かな生きているフィルター（living且lter）の形成に努力す

　る。

2．原石山の緑化，修景の問題は全国的にまだ成功した例を見ない。露出した母岩上に直接植

　物をすぐ生育させることはできない。階段状に切り，表層土を犬走り状の砂状地に復元してポ

　ット苗などの潜在自然植生の構成種やその許容種の幼苗を密植して，時間と共によりよい環境

　回復を図る。

3．何れの場所においても生態学的な基本は，潜在自然植生の主要構成種群を使うこと。やり方

　としては，ポット苗などの劇烈のしっかりした幼苗を密植する。

4．土壌の熟していないところでは，表層土（母線）を20c田以上の厚さで客土する。斜面などで

　土壌侵蝕の危険性の高いところでは，“そだ、、を斜面に沿ってならべて，土壌の移動を防ぐ。さ

　らに敷ワラを十分行って，幼苗植付後の乾燥を防ぎ，雑草の生育をおさえ，土壌の侵蝕を除く。

　分解後は土壌改善などの多様な機能を果たす。

5．集水域全域の植生保全に努力する。伐採，植被の破壊などによる集水，貯水能力の低下，

　土砂の流失によるダム機能の低下をもたらさない様に努力する。

6．　ダムの水位の高低差が大きな場念には圏難であるが，できるだけ水際線の保全につとめる。

　水位の変動に耐える力の大きいツルヨシ，クサヨシ，ハンノキ，ヤナギ類を積極的に水際線の

　保全に利用する。

7．肱川流域全体を，ダム工事に際して，環境保全対象域と考え，局地的な自然の変化，破壊も，

　全域の景観や生態系のバランスやシステムが保たれるように広域での配慮が望まれる。とくに

　ダム上流部についての水源濾養，水質保全のための自然林を主とする植生の園復，発達，保全

　について総合的観点からの努力が望まれる。

3・環境保全林形成の具体的な例Konkretes　Beispiel　f撫die　Neu－Schaffung

　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　Umweltschutzwaldern
　1）植栽樹種の選定

　環境保全林を形成する際には，その土地にあった郷土種による植栽が望ましい。肱川上流域，

特に野村ダム周辺の潜在自然植生は，大部分が常緑広葉樹林である。現在，各所にみられる造成
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Tab。34　ダあ周辺域における植栽適種一覧表
Tabelle　der　geeigneten　Ar毛en　f員r　die　Umweltschutzwalder　und　Gr銭nplanung　der　Umgebung　des　Nomura

－Dammes．
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Tab．35　マント群落適性種一覧表

○防風屠生垣に適する種

Tabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　die　Mante1－Gesellschaften，｝lecken　und　Waldrander　der　Umgebung　des

Nomura－Dammes．

　ピサカキ

○ヤブツバキ

○チャノキ

○ネズミモチ

Oナワシログミ

○イヌツゲ

　シャシャンボ

○サザンカ
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地や裸地などでも，表層土を復元することによって各立地は常緑広葉樹林をささえることができ

る。森林は草原に対して25倍の空気の浄化作用を行うといわれる（EI玉enberg　1973）。したがって

潜在自然植生図で示された常緑広葉樹林への復元がもっとも効果的である。そのためには常緑広

葉樹を主とした潜在自然植生構成種を利用し，より多様な環境保全林の形成が望まれる。ダム周

辺域における環境保全林形成に適する樹種，草本種はTab．34，35のとおりである。しかし，これら

の樹種の他に，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，イロハモミジ，エゴノキ，ヤマザクラなどの夏緑広

葉樹を加えることも可能である。これらの夏緑広葉樹を加えることによって，より美的効果を上

げ，より季節感を出すことが可能になる。

2）表土還元

　森林群落は地上に複雑な多層群落を形成しているだけでなく，土壌中にも腐植物を中心に，土

壌微生物，土壌動物による複雑な社会が営まれている。しかもその複雑な土壌は地表面からわ

ずか20～30c田の深さである。この表層土が森林を成立させる大きな要素である。した・ミって早急

に森林形成を考える際には表層土の復元がまず第1に望まれる。工事などで表土をはぎ取った場

合にぱ，下層土と掩絆することなく，表層土のみを別の場所に保存することが望まれる。そして，

この表土を環境保全林形成予定地に復元させることによって，腐植土壌が形成される時聞だけ早

く森林形成ができる。

　一般に植栽地の最：低必要土壌深度はi森林の場合80cm以上が要求される。野村ダム周辺の環境保
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全林形成予定では，原石山などのように岩盤が露出している場所では，山土50cm以上，表層土30

cm以上を復元することが望ましい。しかし，土捨場などのように地盤が寒土の場含は表層土30cm

以上を復元することによって環境保全林の形成は可能である。

　表層土が確保できない場合には，山土などに有機物や有機質肥料を混入し，土壌生物の充満し

た腐植土を形成し，その土壌を表層土として利用することも可能である。

3）植　　栽

　従来行われてきた植栽方法は，苗圃で縄などで根まきされ，掘り取り，現地に植栽される。掘

り取りの際，樹木にとって最も重要な細根が相当量切り取られてしまうので非常に樹勢が弱る。

そして水分蒸散作用を防ぐために葉や枝を少なくし，さらに幹巻き，支柱などの養生作業をあわ

せて行ってきた。このような成木では次のような欠点がある。

　1．樹勢が劣っているため，回復し生長を開始するまでに2～3年を必要とする。

　2．植栽時期や樹種によって活着率がきわめて低くなる。

　3．樹冠が地表をうっべいするまで長い年月を要するので管理作業が長くかかる。

　4．支柱などの養生作業が長期間必要である。

　環境保全林形成のような大規模植栽には，将来高木に生育するポット苗の密植による方が数々

の利点が見いだせる。前記の成木に比べて次のような利点がある。

　1．移植時に生育が止ることがなく，移植した時点から生長を始めている。

　2．活着率がほとんど100％に近い。

　3．密植が可能で，2～3年で地表をうっべいするので管理作業が短期間ですむ。

　4．支柱などの必要はほとんどない。

　ポット苗には上記のような利点があり，密植することにより森林的な微気候が保たれることに

より，自然の水分収支が行われ，また林内に入る光も少なくなり雑草の侵入をおさえる効果もあ

る。

　環境保：全林形成で必要なことは，将来高木に生長する樹種を数種類混ぜて密植することである。

樹高0．3～1．Omのポット苗を1：ぜ当り1～2本植栽することが望ましい。低木や草本種は特に植

栽しなくてよい。さらに林縁部には，樹高があまり高くならない種群を帯状に密植し，マント群

落の機能を持たせる。また風の強いところでは防風用の生垣を使用することも必要である。

植栽後は，植栽地全面に稲ワラ，刈草などを敷き込む。このマルチングが十分であれば，地温

の保持，土壌中の水分の蒸散を防ぎ，特に灌水の必要はない。また雑草の生育をある程度おさえ

ることも可能である。除草は，理想的には年に2回，最低でも1回は必要である。樹冠が完全に

うっべいすれぽ雑草の生育はほとんど見られず，それ以後は管理はほとんど不要になる。
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猷

Phot．44　野村ダムェ事事務所で育成されたタブノキのポット苗。

三nT6pfen　gezogene　Jungpflanzen　vonル毎漉伽s（＝P2鴬8の漉κ痴ε㎎露，　die　spater　herausgenom－

men　und　umgepflanzt　werden（beim　Baub廿ro　des　Nomuraのammes）．

蠣．

論

難翻

翻・

監欝 灘
　　　　　　　　　　　　　　　　Phot．45　2～3年生ポット苗。

Junge　B護umchen　vonル勉。んゴ1πs漉襯加磐ガ，　Q麗π鋸5脚鴬碗αのb1毎，（）2s彪πρヵs誌。％s1蒐威z如var，

s毎∂014ガ，die　in　Tδpfen　kultiviert　wurden，
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Phot．46　ポノト苗の植栽仏その1。苗よ

　　　　りポノトを静かにはずす。

UmpHanzung　der　m　Topfen　gezogenen　Jung

pHanzen（1）Das　junge　Baumchen　w！rd　vor

slchtlg　mlt　I3allen　aus　deln　Topf　herausge－

nommen

Phot　48　ポット苗の植栽法その3。静か

　　　　に苗を穴におろす。深植えしない。

Ump負anzung　der　m　Topfen　gezogenen

Jungp倉anzen　（3）Das　P廻anzloch　wlrd　mlt

Mutterboden　ausgefullt

Phot　50　ポット苗の植栽法その5。植栽
　　　　完了後できれば水を与える。可能

　　　　な場合，植栽前に穴の中にも与え

　　　　ておくとよい。

Frlsch　bepf玉anz亡er　Hang　unmlttelbar　nach

der　PHar｝zung（Dユchte　L5／m2）

Phot・47　ポノト苗の植栽法その2。苗の根

　　　　元の土の直径の1。5倍以上の穴を

　　　　あける。探さは少し探臼に掘る。

Umpβanzung　　der　m　　Topfen　gezogenen

∫ungPHanzen　（2）Das　junge　Baumchen　wlrd

ln　ein　auf　gegrabenes　Loch　gestellt

＿羅一

∫態
　　箒獅蕩

Phot　49　ポット苗の植栽法4。苗の周辺
　　　　に土を入れ軽くおさえる。

UmpHanzung　der　m　Topfen　gezogenen　Jung

pHanzen　（4）・DerBodenwlrdlelchtangedrむckt

義

脚灘懸鐵

Phot　51　土捨場。ゆるやかな斜面では緑

　　　　の森復元は比較的容易てある

　　　　（1977年9月）o

Roh－Bode捻auf　dem　neue　Hangwalder　geplanzt

werden（Septe職ber　1977）
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4）植栽具体例

　県道宇和～野村線に面している土捨場の法面は，傾斜は1：2と比較的緩やかである。そして，

現地盤は山土を盛土しているために，環境保全林を形成する場合は，表層土を30cm以上復元すれ

ぽよいと考えられる。表層土の流失防止のため，土止め用のシガラミを用いる。シガラミの角度

は水平に対して20．以内が理想的である。表層土はシガラミの頭部がかくれる程度まで復元する。

　植栽樹種は，法面の上部から下部に向って乾性から湿性となるので上部の方には乾燥に強いア

ラカシ，コジイ，ヤマモモを中心に，中間部には，アラカシ，コジイ，イチイガシ，ウラジロガ

シ，下部の適潤地にはタブ，ヤブニッケイなどの種を植栽する。以上の高木層構成種の他に，低

木類を全体の10％以内を混植してもよい。そして，林縁部にはマント植栽を行う。この土捨場法

面は，他の県道盛土法面やその他盛土法面のすべてに応用できると考えられる（Fig．13）。

　走行路法面はすでに外来牧草の吹付けが行われている。この法面の傾斜は1：1である，この

ため土止め棚が必要であり，蓑層土は厚さ30c田以上を均一に復元する。概存の外来牧草は土止め

棚の下部に帯状に残し，表層土の流亡を防止する（Fig．14）。植栽樹種はアラカシ，コジィ，イチイ

ガシ，ウラジロガシを混植する。この法面部分は，特にマント植栽の必要はないと考えられる。

　原石山は，ダム工事用の岩石の切り出した跡で，大部分が岩盤の露出部分である。上部は傾斜

が1：2と比較的緩やかであるため，土捨場法面と同様に土止め用のシガラミを配して客土する

シガラミ〔報朶を利珊｝

…一戦
窮〉イL

　　　　どず　　　　　　　　　　〆イ7㌻／ゴ

／仁＿一＿＿L

糠1俵層土又ハ表層土に返い良窒τ土）

　　　　　　　粥

¢

∴∫ 71一．
k．710

2130

冷
§

　　　　　　　　Fig．13土捨場法面ポット苗植栽断面図。

Anpflanzungsprofll　der　in　T6　pfen　gezogenen　JungPflanzen　auf　dem　Hang　des　Sch積ttbodens，
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ポッ　ト苗（㍊＝500）
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　　　　　　　Fig．14　走行路法面ポット苗植栽断面図。

AnpRanzungspro磁der　in　T6pfen　gezogenen　JungpHa益zen　auf　dem　Hang．

シガラミ

ポット黄（H謹500）

昂
表解土

山ワラ（6ヒg／m「〉
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　　　　コ　ノノ
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，’@　　　　　　　　　仁

賑一∵
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／／’ o

2130
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山　土

！

珂

、㌔「』

αL．（岩盤）

　　　　　　　　　　　Fig．15　原石山上部斜面ポット苗植栽断面図。

AnpHanzungsprofil　der　in　T6pfen　gezogenen　Jungpflanzen　auf　dem　Hang　des　Steinbruches．
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ポット蕩（ド＝500）

喜＼織鑑ご∵

　　　　　　上　些∴1論叢＼デ

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　＼．

　　　　　　　　Fig．16願献回心。噛植栽断面図　野
AnpHanzungsprofil　der　in　T6pfen　gezogenen　Jungepnanzen　auf　den　Hangterrassen　des　Stein・

bruches．

方法がとられた。しかし，現地盤が岩盤であるために客土は山土50c田以上，表層土30cm以上を復

元しなければならない。樹種も乾燥に対して強いアラカシ，コジイを密植する。そして植栽後，管理

作業はほとんどできないと考えられるので，他の場所より植栽の密度を高め，敷きワラの量も多

くした方がよいと考えられる（Fig．15）。また法面中央部から下部にかけては1：0．6という急傾斜

地であるが，数条の犬走りがある。この犬走りは幅2mで基盤は岩盤iであるために，土止め棚を

用いて山土50cm以上，表層土30　cm以上を復元して，ここでも乾燥に強いアラカシ，コジイを密

植する。この場合も植栽の密度を高くして，敷ワラの量も多く使用する（Fig．16）。この原石山の大

部分を占める岩盤の急傾斜地には，ススキ，トダシバ，ノガリヤス，オガルカヤ，ヤマハギ，ヨ

モギなどの郷土種による吹付け緑化が最善と考えられる。

　以上野村ダム周辺域において環境保全林形成の典型的な箇所について具体例を示した。これら

の具体例を基礎にしてより多くの場所に環境保全林が形成されることが望まれる。

4．水辺緑化に対する提案　Vorschlage　fUr　Anpf1孤zungen　an　den　Ufem

1）水辺植生の役割

　陸域において，水辺は，急傾斜地や尾根部，または海岸線などと同様に，もっとも敏感な立地

である。そこでは常に土砂の移動や崩壊，流去などが起こり，下流方向に対して直接，間接の影

響をもたらす。

　このような不安定な立地において，植生もまた，立地に対応した様々な形態を示す。安定立地

における立地本来の高木林は，立地の不安定の度合が増加するに応じて，その高さを減じて，
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凝馨略

読蕩　騨

　・i縁

　　　　　　　　鯉繍讐灘鍛犠鑓馨羅羅諺難蒙鋳鰯
　　　　　Phot．52　植栽完了時の：土捨場（1978年11月）。

Auf　Roh－Boden　werdemn　T6pfen　gezogene　junge　Baumchen　gepaanzt（November　1978）

難

題懸盤

磁聴講饗難難鍵
　　　　　　　　難

一難碁

　灘

蝦，

農二

　　　　　　　Phot．53　植栽か終えた土捨場下段。
Untertell　emes　Rohboden刑anges，　auf　dem　junge　Baumchen　von　standortsgemaBen　hochwuch－

Slgen！mmergrune籍∫廊8α伽ηろ8怨3z，伽伽螂zεα棚4磁働卿だ彫郷〃曜⑳！鷹（28劔銘

gepHanzt　wurden（vgl　mlt　Phot　44～51）
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趣

鑛踊躍

灘難饗
闘露

Phot　54　鉄わくを使った斜面植栽と，使わすに土止めのみによる植栽例。斜面傾斜角

　　　度による使いわけ。植栽された年に写す（1977年9月）。

Auf　emem　Hang　von　45。　Ne1gung　gepna漁zte〕u漁ge　Baumchen，　dle　m　Topfen　angezogen

wurden（Zustand　Im　Sept　1977）

Phoも．55　ダムサイト植栽後1年，ソラカン，アラカンの生長かきわめて良好てある

　　　　（1978年11月撮：影，同一場所のPhot．54と比較）。

Zuwachszustand　der　glelchen　Stelle　von　Phot　54，etwa　eln　Jahr　nach　der　Bep登anzung（Phot

Aufn　NQv　1978）　（批κz4s鰐欝z％α⑳1z傷QgJ伽。α，　Cαs云αηoρ5zs　o麗幼zぬ如var　5z6δo躍3z　smd　ln

emern　Jahr　mehr　a互s　l　m　hoch　gewachsen
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Phot．56　移植後1年半を経た苗木。人の背丈以上

　　　に伸びている。
Standortsgem註Be　Hauptarεen　der　potentiellen　nat預rllchen

Vegeヒation，　die　in　T6pfen　mit　ge聴gender　Wurzelbildung

kultiviert　wurden，　sind　ein　Jahmach　der　Ump盈anzung　mehr

als　ma職shoch　gewachsen．
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Phot　57　道路のり面にふきつけされた外来種のヨモキ類。期待通りにススキ，トタン

　　　　　バ，チカやなとが侵入し，安定することによる，森林化への道ぱ遠い。すで

　　　　　に2年目の調査では裸地化しているところも見られた。

£ln　Hang，　der　mlt　auslandlschen　Grasersamen　besprエtzt　wurde，　wird　zwar　sofor乞grun，　aber　der

Weg　zum　standortsgemaBen　stab！11slerten　Wald　ist　welt　Nach　elnem　Jahr　slnd　schon　elnlge

Stellen　vertrocknet

騒騒1

釜

“蕪難蒙幽無職

　　　　　　　　　　　　　嚢蹴
　　　　　鱗鰐梅．

閣議麟熱鐘

疑

鞍懸
琶＝

熟懇

舞

Phot　58　のり面緑化に成功した例。のり面にススキを植栽し，定着した例。

Wenn　man　an　elnem　Hang　unbedlngt　eme　Wlese　anlegen　wl11，　sollte　man　das　nur　m！t

emhe！mlschen　Arten　（z　B醒お。απ伽4s　szηθ箆s欝）tun　Der　gewu捻schte　Erfolg　wlrd　mcht

ausblelben（M玉tte　des　Blldes）
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　　　　　　　　　Phot．59　南斜面乾燥地に発達しているアラカシ群落。
　　　　　　　　◎麗θ％α6s　4鋸。召一Gesellschaft，　auf　einem　trockenen　SUdhang（450m）．

植生の交代が起こり，低木林，草原，多年生および1年生の草本植物群落をへて，ついには裸地

に至っている。

　自然条件下において，水辺の植生は，一般に規則的な帯状分布を示す。これらは，群落の発達

と同時に立地を安定に保つ機能的な役割を果し，災害防止，水辺環境の保護に寄与している。し

かし，現存植分の不規則な配分は，現在その立地に人為的な物理的影響がどの程度働いている

かの尺度にもなる。下流における好闘素性植物群落の増加は，その流域における質的な変化，と

くに過窒素化の指標ともなっている（奥田，曾根1978）。

　河辺や湖岸等の水辺は，このように多彩な植生で構成されているため，一般にそこに生息する

動物もまた多様である。学術的な価値が高く，重要な場所においては，自然保護地として指定さ

れる場合も少なくはな：い。また河辺や湖沼は景観的にもすぐれているため，保養地として，水辺

環境をそれらの区域内に含め，あるいは，復元・保育などを行いながら，広域的な自然環境保全

地域として維持管理されることもきわめて多い（Seibert，　P．　u。　Zielonkowski，　W．1972他）

2）わが国における水辺植生

　日本列島はモンスーンの影響を受け，年間雨量2，00肋麗を越える地方では，河川に常に突発的な

洪水や増水の影響を強く受ける。上流域の急流部では，運搬作用によって，微細な土壌は運び去ら

れ，巨礫や粗砂が残積し，河辺植生はこれらの間に疎な斑紋状の群落が点在するにすぎない。し
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かし，増水や洪水か定期的な場合には，河岸はむしろ比較的安定し，植生もこれらの物理的な作

用に対応した帯状の群落形態をとる。すなわち，わか国における上流部の一般的な河辺植生は，

不コヤナキ群集を主とする低木群落と，ンルヨ／群集を主とする草本植物群落て代表される。前

者の主要な構成種てある不コヤナキぱ，ヤナキ属の中ては，最も弾力性のある枝をもち，急流に

強く，しかも礫地や岩隙なとの，乾湿のくり返しのはけしい立地においても生育は可能てある。

後者のノルヨン群集は，強しんな懇懇枝をもって繁殖するノルヨンを主として構成され，ネコヤ

ナギ群集と同様に，乾湿両極端の環境に耐え，貧養立地においても十分な生育を示す。一般的な

開放景観域ては両者は常に隣接群落として存在する。周囲が樹林におおわれたV字状の峡谷なと

においてば，日射量の不足てこれらの群落の生育はおさえられ，代って，ナルコスケ群落か生育

することになる。

　一方，阿川の中～下流域において，離離か広く，土砂か堆積して比較的安定してくると，多少

とも州か形成され，上流域とは質的に異なった植生か発達する。地形的に火山灰による堆積面か

広ければ広いほど，磯辺に運搬される土砂の量か増加する。

　中・下流域の河辺における植生は原則的には水辺より1年生草本植物群落，多年生草本植物群

落，広葉低木群落，およひ広葉高木群落の帯状配列か見られる。しかし，実際の河川においては

これらのうち，いすれかの植生か欠ける場合が多い。

　1年生草本植物群落は，主として，タテ属，タウコキ属，イヌヒエ属，キヒ属などの草本植物
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による群落で，高さは0．5～1．5mに達し，普通密生する。多年生草本植物群落には広葉植物の多

い群落と，イネ科植物を主とする草原との別があり，前者は，ギシギシ属，ヨモギ属などによる

好窒素性植物群落が含まれ，後者には，クサヨシ，オギ，ヨシを主とする根群の発達した持続性

の高い草原となる。低木群落および広葉高木林の最前面にはヤナギ属植物でしめられる群落が発

達し，低木としてはイヌコリヤナギ，タチヤナギ，高木林としてはカワヤナギ，オノエヤナギ，r

コゴメヤナギ，シロヤナギ，ジャヤナギ，アカメヤナギなどがあるが，いずれもわずかな立地条

件の差に対応してすみ分け，河畔林を形成している。

　ヤナギ林の後背部には州の広さに応じ，ニレ科植物による森林が形成されるが，わが国では，

急流河川が多いため，それらの林分はきわめて少ない。

　湖沼の岸部な：どの止水面における配列も，原則的には流動水の影響にさらされる河辺とは相観

的に共通する植生配分となる。わが国には広い沖積低地が少ないため，三角州の形成も悪い。し

かもこれらの立地は，都市開発によって年々狭められている。しかし，水の需要の増加により，

山地部に大規模な貯水池が造成されており，それらの水辺環境は，植生にとっても新しい立地と

なる。

　止水域での，植生配分は，沈水または浮葉植物群落にはじまり，岸部では，ガマ，マコモ，ヨ

シ帯をへて水位が低くなるに従ってヤナギ林，ハンノキ林へと移行する。

3）肱川の河辺植生，とくに貯水ダム周辺部について

　肱川流域の今回調査の対象とされた地域内では鹿野川ダムはもっとも大規模である。

　鹿野川ダムは肱川の中流，海抜90m内外の地点に位置し，鹿野川谷に造成され，高い貯水

機能を保有している。湖の幅は比較的狭く，いくつかの支谷に分散されており，沿岸距離

はきわめて長い。岸部はいずれの場所も急傾斜であって水面の上下移動に影響される範囲もきわ

めて狭い。加えて，周辺部の基岩は古い安定した岩石で構成されているために，河辺植生の発達

もまだ十分ではない。

　鹿野川ダムの湖岸に見られる植物群落としては，水際に接して秋季に短期駿生植物群落である

アオテンツキ群集ならびに高茎の1年生草本植物群落のコアカザーオオオナモミ群集が生育し，

ともに水位の変動とくに水位の低下によって水面より現れる期間の長さに対応して生育して

いる。岸部におけるこれらの草本植物群落は，いずれも多くの好窒素性植物で構成されているた

め，鹿野川ダムの貯水にはきわめて多量の栄養塩類が供給されているものと推測される。事実，

貯水の水質検査によれば多量の窒素，リンなどが含まれていることが報告されている。

4）肱川流域における水辺緑化，とくに野村ダムの場合

　野村ダムは鹿野川ダムに匹敵する大規模な貯水ダムである。現在工事中であるが，完成されれ

ば当然のことながら周辺域，とくにダムサイト付近の傾斜地には地形の変更が起こり，その結果，
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　　　　Fig．18　流動水の影響の少ない岸辺の植栽配分模式
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新しく造成された斜面部の植生復元が，今後のダムの貯水管理や，周辺部との景観保育の面なと

において，きわめて重要な課題となる。

　貯水ダムの水辺部，とくに水面の移動の影響を受ける範囲にできる不安定な立地は，植生の被

覆によって土砂の流亡をできるだけおさえる必要がある。この植生には以下にのべる植生，とく

に根群の発達した植物群落の利用が可能である。

　　　a　ツルヨシ群集

　ダムの湖面の水辺部，とくに水面の移動の影響を受ける範囲で，年に数圓の冠水が起こる不安

定な立地ではツルヨシ群集の育成が考えられる。ツルヨシは常に酸素量の多い流水辺の土壌上に

生育し，土壌もきわめて粗な礫におおわれ，土砂の埋積に対しても抵抗力を示す。したがってダ

ムに流入する各支流の増水の影響を受ける範囲の流水辺は，このツルヨシ群集によっておおわれ

ているのが望ましい。

　ツルヨシの繁殖はきわめて容易で，地表に葡萄する走出枝の発根している節を含め，適宜の大

きさに切断して植込めば栄養的な繁殖が可能である。

　　　b　ネコヤナギ群集

　低木性で，しかも乾性な貧養立地に適するヤナギはネコヤナギである。ネコヤナギは流水の機

械的作用に強く，野村ダムのように古い強固な地質にも生育が可能である。ネコヤナギ群集の立

地は，ツルヨシ群集に接し，より彫側に位置させる。ヤナギ属特有の性質により，栄養繁殖は株

分け，挿木などきわめて容易である。また種子による増殖も一時的に多数の個体を得る場合には

有効な手段である。ヤナギ属の種子は細かく春季に多数風で飛散し，きわめて短命である。

　ダムの貯水の水位変動が少ない場合には水際にギョウギシバ，オギなどの華原を形成しその背

後に，イヌコリヤナギ，タチヤナギ，ジャヤナギ林などの適用も考えられる。

　　　C　メダケ群落，ホウライチク群落

　貯水ダムの最大水位に接し，それより岸部の部分にはメダケ，ホウライチク群落が生育可能で

ある。タヶ類は，一般に根群が発達し，不安定地，とくに，流水辺の急傾斜地の保全に効果的で

ある。ただし冠水には弱く，また貯水ダムには絶対的に必要な群落ではない。
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摘 要

Zusammenfassu賑9（Japanisch）

　愛媛県肱川上中流において1977年から1978年にかけて，現地植生調査と植生図の作製作業が

行われた。肱川は大野ケ原カルスト高原（海抜約1，400m）を水源として西に流れ，鹿野川ダム

で西方からの支流（宇和ll「）と合流して伊予灘に流下する。鹿野川ダムまでの流域は起伏に富む

地形ではあるが，古くからの土地利用により，現存植生の多くは，人為的干渉下に様々な代償植

生におき変っている。

　海抜850mまでのヤブッバキクラス域は，社寺林としてタブノキ林，コジイ林，シリブカガシ林な

どが見られる。また集落周辺や渓谷ぞいにはシラカシ林やアラカシ林などの残存自然植生の存在

が小面積で認められる。

　丘陵の大部分はコナラやアカマツの二次林でおおわれている。集落周辺にはクリ園が特微的に

多く，瀬戸内沿岸地方のミカン園とは対照的である，宇和付近にはため池が多く，水位の変動に

対応した草本植物群落の帯状配分が見られる。また鹿野川ダムの岸部には，過窒素化された水質

の影響により好窒素性植物群落であるコアカザーオオオナモミ群集が生育している。

　海抜700～800mを境界域とし高海抜地ぱブナクラス域となる。両クラス域との境界域の渓谷に

はケヤキ林が点在し，イロハモミジーケヤキ群集，ウラジロウツギーケヤキ群落にまとめられる。

大野ケ原周辺にはブナの残存林（ニシノヤマタイミソガサーブナ群落）がある。この地域の中性

立地はシラキープナ群集の潜在自然植生域と判定される。しかし現在はスギ，ヒノキ植林，カラ

マツ植林，外来牧草地などによって広くおおられている。

　肱川上流域の現存および潜在自然植生図が作製された（縮尺1：25000）。両植生図を比較して

同縮尺の植生自然度図が作製された。さらに現在建設省によって建設中の野村ダム周辺域の大縮

尺（1：5000）による現存植生図化も行われた。

　以上の現地植生調査結果や各種植生図を基礎に野村ダム周辺の自然植生の保全や植生を使って

の積極的緑の環境創造，郷土の景観形成に対する生態学的提案が行われた。また1978年度には，

前年度の環境保全林，保全緑地形成の追跡調査も行われた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zusarnmenfassung

　　　　　Vegetation　am　M［ittel－und　Oberlauf　des

H董jikawa－Flusses　und　seiner　Umgebu鶏g　in　Shikoku

　一Ei鷺e　vegetationsk：undliche　Studie　tiber　die　Schaffung　von

UmwdtschutzwaIdern　und－grαn丘achen　beim　Staudammbau一

von

　　Akira　MIYAwAKI，　Shigetoshi　OKuDA，　Kazue　FuJlwARA，　Yasushi　SAsAK王，

Masa釦mi　K王MuRA，　Lyuichi　MINowA，　Kunlko　TsuRu瓢AKI，　Yuhide　MuRAKAM玉，

　　　　　　　　　　　　　　　　Takashi　AKuTsu　und　Atsushi　YAMAzAK：1

Department　of　Vegeatation　Sc｛e簸ce，　Institute　of　EnvironmentaI

　　　Science　and　Technology，　Yokohama　National　U捻iversity

　　　　Vegetationsku簸dliche　Aufnahmen　und　eine　Vegetationsk：artier囎g　im　Geia頁de　wurden

vom　Sommer　1977　bis　Herbst　1978　am　Mittel－und　Oberlauf　des　Hijikawa－Flusses　und　seiner

Umgebung　in　Shlkoku　d蟹chgefUhrt．　Der　FluB　Hijikawa　entspringt　im　Karsttafelland

Onogahara（ca・1，400m　U．　NN），撒d　HieBt　nach　Westen，縦m　in　die　Seto－1捻landsee　einzumUnden．：：

　　　　Das　Gebiet　stand　schon　se圭t　frUher　Zeit　un記er　menschlichen　Einwirkungen，　bessonders

Forsトund　La鍛dwirtschaft．　Damit　besteht　die　heutige　reale　VegetatloR　vor　allem　aus、

Ersatzgesel玉schaften．

　　　　Bis850m麺berMeer，imCamellietea　laponicae－Gebiet，sindnochinShinto州

Schrein－und　buddhlstischen　Tempelw琶ldem　1㍗瑠α飾観ろ6乞g彪　Cα吻％oρs乞s　o％s勿4α彪var．．、

5歪θろ01面．∫セs伽毎8励勉u、a．　irnmergrUne　La観bbaume　erhalten．　U嚢d　auch　i鷲der　Umge・

bung　der　Sied麦ung　und　entlang　des　Talhangs　sind　noch　kleinf【achige　Reste　der　nat廿rlicheB

walder　mit　Q％ε76zβ〃zy鴬2η己zのbZ名α　und　Q．9‘αz60α．

　　　　Auf　dem　Plateau　wachsen　heute　meist　Sekundarwalder　von　Q鷹π％s　s6γη彪und」αη螂

4θηs認。η．Auf　den　sanften　Hangen　ln　der　Umgebu捻g　der　Siedlungen　wird　Cα吻麗αk：ull

tiviert，（董agegen　g呈bt　es　Obstgarten　mit　japa通schen　Ma鷺darinen　（C露γ％s　z6ηsぬ2zの　an　〔董er：

K資ste　der　Seto－ln玉andsee．

　　　Oberhalbvon700　bls　800rn銭ber　Meereshδhe　liegtdasFagetea　crenatae－Gebie亡．

Im　Grenzareal　zwischen　dem　unterenCamelIietea　japonicae－und　dem　oberen

Fagetea　c　r　e　n　a　t　a　e－Gebiet　wachsen　im　Ta玉zerstreut　sommergrUnen　Laubwalder
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wiedieDθ％癖α〃zα¢彫。漉α勿ηα一Z61々。〃αε6γ矯彪一GesellschaftunddasAcerレZelkove－

tum．　In　der　Umgebung　des　Onogahara－Karsttafella捻des　sind　noch簸a轍rliche　Restbestande

der　Buchenwalder　der　Cαoα1‘α夕α彪ろθゴvar．　oooガ4伽如」盛s一勲g％s　6名召ησ劾一Gesel玉schaft　erhalten．

Der　neutra夏e　Standort　in　der　Gege難d　von　Onogahara　geh6rt　zum　S　a　p　i　o　j　a　p　o　n　i　c　i－F　a　g　e．

tumαenaもaeals　potentiel玉er　nat賛rlicher　Vegetation．　Aber　heuもe　sind　dle　me圭sten

Flachen　mit　Fors宅en　von　O勿妙‘o勉θ磁勿。ηゴ6α，　C1短窺αα砂α廊。∂嬬α，　Lα癬勿孟。⑳空oder

mlt　Wiesen　auslandischer　Graser　bedeckt．

　　　　Karten　der　realen　und　potentiellen　nat員rlichen　Vegetation　des　Oberlaufes　des　Flusses

Hilikawa　wurden　im　MaBstab　1：25000　angefertigt．　Im　Vergleich　beider　Karte豊wurde　auch

unter　Gelandekontrollen　eine　Karte　des　NatUrlichkeitsgrades　der　Vegetation　gemacht（幾れ一

publiziert）．

　　　　Weitαwurde　fUr　die　Umgebung　des　Nomura－Sta貝ddmmes，　der　letzt　vom　Japanischen

Bauministeriuln　gebaut　worden　ist，　eine　Karte　der　realen　Vegetation　im　gτoBen　MaBstab

（1：5000）angefertigt（unpubliz圭ert）．

　　　　Auf　Grund　der　vegetationsk：undlichen　Untersuchungsergebnisse　sowie　Vegetationsauf－

nahmen　und　Karten　der　Vegetatio登w蘇rde頁6k：ologische　und　p負anzensoziologische　Vor－

schlage　zur　Erhaltung　der　nat銭rliche没Umwelt　sowie　zur　standortsgemaBen　Rekultivierung　der

Umgebung　des　Staudammes　gemacht．　Ferner　wurde　1978　das　Wachstum　der　neuen　P昼an・

zungen　von　1977　geprUft　und藤berraschende　Erfo圭g　festgestellt，　wo　standortsgem鵠e，　im

Topf　kultivierte　lur｝ge　B設umchen，　gemaB鵬seren　vegetatiorlskundlichen　Vorschlagen　ge－

pHanzt　worden　waren．
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